
【官庁営繕費】

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム インパクト

現状

課題設定

●官庁施設においては、災害応急対策活動を含む行政サービスが円滑に行われる必要がある。

●所要の耐震性能を満足していない施設が、一部存在する。（面積率で９５％の耐震化は完了している。）

●老朽化が進展し、行政サービスの円滑な提供等に支障をきたす恐れがある施設が、一部存在する。
（国家機関の建築物の４割超が築後３０年以上経過している。）

○建築の技術職員不足やノウハウ不足により発注関係事務に困難を感じている地公体等が存在する。
（市町村の７割で建築の技術職員が５人未満）

予算額 175
億円の内数

●施設整備

（設計、工事の
発注や監督など）

●工事予定 52施設

うち耐震化 13施設
老朽化対策 40施設
※一部は重複

●来訪者等の安全
確保、行政サービス
の円滑化により、
防災・減災、
社会経済活動の安定
などに貢献

〇公共建築分野
において、
公共工事の品質確保、
発注関係事務の適正化
などに寄与

●耐震化、老朽化対策を推進し、官庁施設において行政サービスが円滑に行われるようにする必要がある。

○発注関係事務に困難を感じている地公体等に対して、官庁営繕の基準類、ノウハウを提供する必要がある。

○地公体等に対
し官庁営繕の基
準類やノウハウ
を提供

○技術基準等の制改定
97件（参考：R元まで）

〇公共建築相談窓口対応
相談件数 2,442件
（参考：R元）

●耐震化の進展
100%（R7）

●危険箇所等の解消

●施設の長寿命化

○技術基準等の普及
・標準仕様書の普及率
98％（参考：H25）

・成績評定の相互利用
工事16機関、
業務15機関（参考：R2）


